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～ご意見ありがとうございました～ 
◆「道路の走りやすさマップ」のアンケートと 
道路状況をとりまとめました！ 
 

■ 走りやすさマップアンケート集計結果 

・走りやすさマップの評価と実際の走行感覚は概ね一致！ 

道路の走りやすさマップ（道路構造等から走りやすさが一目でわかるマップ）

を作成しアンケート調査を行いました。 

近畿で、アンケート配布約３４,０００枚に対し約２,７００（約８％）枚の

回答を得ました。約９割の方から「良い」取組であるという評価を頂き、約７

割の利用者の方から走りやすさの分類（道路構造、走行速度、走行安全性）と

走行時の実際の感覚が「一致」もしくは「概ね一致」という回答を得ました。

 

■ 走りやすさマップの道路構造評価ランク集計結果 

・走りにくい区間は全体の４割以上！（Ｃランク以下） 

走りやすさマップの評価区間延長は近畿地方整備局管内で約２万ｋｍありま

す。その中で走りにくい区間（Ｃ・Ｄランク）は４割以上あります。 

走りにくい区間（Ｃ・Ｄランク）の割合は都道府県道、主要地方道、補助国

道、直轄国道の順に高く、最も高い都道府県道では約６割となっています。 

直轄国道（約１，７００ｋｍ）においては、走りやすい区間（Ｓ・Ａランク）

が約４割あるものの、そのうち混雑度が高い区間が約６割あります。 

また、県境付近の補助国道（約６００ｋｍ）では、走りにくい区間（Ｃ・Ｄ

ランク）の割合が約４割あり、特に１車線の区間（Ｄランク）が約２割もあり

ます。 

 

 今後は、地図会社等に広く情報を提供し、活用して頂くと共に、道路管理者

としても道路を利用される方の視点にたった道づくりを進めていきます。 
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走りやすさマップのアンケート結果と             

道路構造評価ランクによる道路ネットワークの現状について 

 

■「道路の走りやすさマップ」のアンケート集計結果と道路構造評価ランクを用いた道

路ネットワークの評価結果をとりまとめました。 

○ 平成１８年９月４日に記者発表を行った「道路の走りやすさマップ」（※）について

、各府県のアンケート調査結果と道路構造評価ランクに基づく道路ネットワークの

評価結果をとりまとめました。 

 

（※）「走りやすさマップ」とは、近畿各府県の渋滞対策協議会にて、①道路構造、②走行速度（

渋滞状況）、③走行安全性（事故）の３つの観点から、ドライバーが「安全」かつ「快適」

に走行できるために作られたマップです。（評価については別紙） 

 

 ■近畿各府県アンケート調査結果の概要 

○ 平成１８年９月４日から平成１８年１１月６日にかけて、近畿各府県（福井県、滋

賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県）の道の駅やサービスエリア等

に、道路の走りやすさマップとアンケートを全県合わせて約３４,０００部配布（

無料）しました。 

○ そのアンケートの結果、約２,７００（約８％）枚の回答を得ました。 

○ 約９割の方から「良い」取り組みであるとの評価を頂き、約７割の方から今後も「

利用したい」との回答を頂きました。 

○ 約７割の利用者の方から、走りやすさの分類（道路構造、走行速度、走行安全性）

と走行時の実際の感覚が「一致」もしくは「概ね一致」という回答を得ていること

から、走りやすさマップに掲載されている道路構造評価ランクは利用者から見た近

畿の道路実態を良く反映していると言えます。 

 

■道路構造評価ランクを用いた、道路ネットワークの評価結果の概要 

○ 走りやすさマップでの評価区間（国道、県道と市道、林道、農道、臨港道路の一部

）は近畿地方整備局管内で約２万ｋｍあり、そのうち走りにくい区間（Ｃ・Ｄラン

ク）は全体の４割以上あります。 

○ 都道府県道、主要地方道、補助国道、直轄国道の順に、走りにくい区間（Ｃ・Ｄラ

ンク）の割合が高く、都道府県道では、走りにくい区間（Ｃ・Ｄランク）が約６割

となっています。 

○ 直轄国道（約１,７００ｋｍ）では走りやすい区間（Ｓ・Ａランク）が４割あるも

のの、そのうち混雑度１．０以上の区間が約６割あります。 

○ 県境付近の国道（約７４０ｋｍ）の８割以上（約６００ｋｍ）が補助国道です。補

助国道は県境付近で走りにくい区間（Ｃ・Ｄランク）が約４割もあり、特に１車線

の区間（Ｄランク）が約２割あります。 

○ 第２次緊急輸送路は郊外部で走りにくい区間（Ｃ・Ｄランク）が約４割あります。 

 

○ 今後は地図会社等にも広く情報を提供し、走りやすさマップの情報を活用して頂く

と共に、道路構造評価ランクに対するアンケート集計結果、それを用いた道路ネッ

トワーク評価結果を基に、道路管理者として道路利用者の視点に立った道づくりを

進めていきます。 



別紙 

走りやすさの分類（道路構造、走行速度、走行安全性） 

 

道路構造評価ランクのイメージ 
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走りやすさマップの道路構造評価ランクフロー 
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